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衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
」
の
職
員
配
置
等
を
緩
和
す
る
こ
と
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
本
制
度
」
（
平
成
二

十
四
年
三
月
二
日
少
子
化
社
会
対
策
会
議
決
定
）
で
、
「
職
員
の
資
格
、
員
数
、
施
設
、
開
所
日
数
・
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、

国
は
法
令
上
の
基
準
を
新
た
に
児
童
福
祉
法
体
系
に
設
定
す
る
」
、
ま
た
、
「
職
員
の
資
格
、
員
数
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

事
業
実
態
を
踏
ま
え
、
「
従
う
べ
き
基
準
」
と
す
る
こ
と
も
含
め
、
法
案
提
出
ま
で
に
整
理
す
る
」
と
さ
れ
た
。
政
府
と
し

て
は
、
当
時
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
六
十
七
号
）
に
よ
り
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
第
三
十
四
条
の
八
の
二
と
し
て
、

同
法
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
基
準
に
関
す
る
規
定
を

設
け
、
当
該
事
業
に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
員
数
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
ら
れ
る

も
の
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

一



二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
基
準
を
策
定
し
た
際
の
考
え
は
放
棄
を
し
た
」
、
「
基
準
緩
和
に
踏
み
切
っ
た
」
及
び
「
や
む
を
得
な
い
と

考
え
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
で

の
議
論
等
も
踏
ま
え
、
今
後
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
優
先
的
に
行
う
べ
き
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
に
お
い
て
は
、
平
成

二
十
九
年
度
か
ら
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
三
号
）
第
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
支
援
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二


